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このサティヤヴァットが生き返るようにという願いを選びます。あなた御
自身の言葉が真実になるでしょう。」ヤマはサティヤヴァットを解放し、夫
婦で 400 年生きることなどを宣言した。 

 サーヴィトリーが夫の屍があったところに戻ると、彼は意識を取り戻し
た。両親を心配させたくないと言うサティヤヴァットと共に急いで両親の
いる隠棲所を目指す。その頃、視力の回復したデュマットセーナとその妻
はあちこちを探し回っていたが、聖仙たちがサティヤヴァットは生きてい
ると言って慰めた。そこへ、サーヴィトリーとサティヤヴァットが帰って
くる。サーヴィトリーはヤマとの間で起こった全てのことを皆に話した。
そして、ヤマに願ったように、デュマットセーナは王国を回復し、アシュ
ヴァパティもサーヴィトリーもそれぞれ 100 人の息子に恵まれた。「この
ようにしてサーヴィトリーは、自身の父母と、姑と舅と、夫の一族を、全
て苦境から救い出したのである。」 

 この物語で際立つのは、ヤマを感心させたサーヴィトリーの知性である。
彼女の夫への献身は強調されるが、自ら結婚相手を決め、父や聖仙を説得
し、夫の命日とされた日の数日前から自主的にヴラタを始め、森に行く夫
に付き添うことを自分で決め、恐ろしい冥界への道をヤマを追って臆せず
進んでいくといった、彼女の自立性と強さが印象的である。 

 

小説『パーロー（Pāro）』 
小説『パーロー』は、1946 年にマイティリー語で発表されたナーガールジ
ュン（1911–1998）の小説における処女作である（Miśra 1985: 7）9。彼自

 
9 ナーガールジュンは、ビハール州北部のミティラー地方のバラモン家系の出

身で、本名はヴァイディヤナート・ミシュラである。地元で教育を受けたのち、

ヴァーラーナスィーおよびコルカタでサンスクリットを学び修士号を獲得し

た。1930 年にマイティリー語で詩を発表し、35 年からはヒンディー語の詩作

も精力的に行った。彼は詩人として著名だが、小説も計 13 作品あり、3 作品

がマイティリー語、その他はヒンディー語である。1936 年にはスリランカに

渡り得度し、法名ナーガールジュンを得た。38 年にはチベットを旅行し、帰

国してからは独立運動や農民運動に励み投獄された経験ももつ（ナーガール

ジュン 1981: 124）。彼の生い立ちや活動は、作品に大いに影響を与えている。
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身も翻訳に関わったヒンディー語訳は 1975 年に出版されており、本稿で
はヒンディー語版を使用する 10。バラモン社会と女性を主題にした作品で
11、舞台はビハール州北部のミティラー地方の村である。ブラジカーント・
ジャー（通称ビルジュー）という名のバラモン青年が、従妹のパーロー（本
名はパールヴァティー）との思い出を回想するという形式で話が進む。パ
ーローは、ビルジューの父の妹の娘で、歳はパーローの方が 4つ下である。
物語の中心はパーローの人生だが、寡婦であるパーローの母の置かれた境
遇や感情も娘の人生に大きく関わっている。 

長く子供に恵まれなかったパーローの両親（ビルジュー目線の作中では
叔父夫婦）が、神に願い、誕生したのが娘パーローである。父はパーロー
にも熱心に教育を受けさせようとしたが、母はそれをあまり良く思ってい
ない。他方でビルジューは、8 年生を合格したのち、より良い教育を受け
るために都会に住む母方の伯父（母の兄）のもとで暮らすことになる。 

 パーローが 13 歳の時の夏、彼女の父が亡くなった。葬儀は男性が取り
仕切るべきとされているため、甥であるビルジューがパーローに代わって
葬儀の喪主を務めた。夫を亡くした悲しみとこれからの人生に対する不安
をパーローの母は娘を罵倒して八つ当たりする。パーローは結婚の適齢期
を迎えていたが、「兄弟姉妹の間でこそ結婚があればどんなにか良いのに。
適当なところから見知らぬ男を連れてくるなんて賢明な方法といえる

 
ナーガールジュンの人生と小説作品を概観した P・C・バットによれば、小説

には彼自身の思想が記されており、苦悩する下層階級の擁護と上層階級によ

る不正行為の矯正の呼びかけや、彼の政治観、特に会議派政治家への反対、女

性の幸福への願い、国家と地域への愛着、社会改革志向がみられる（Bhaṭṭ 1974: 
247–254）。なお、マイティリー語の小説は「ヤートリー（Yātrī）」というペン

ネームで発表している。 
10 本稿の執筆にあたり、1975 年出版の単行本（A）と 1994 年出版の著作集収

録（B）の 2 つのヒンディー語版『パーロー』を参照した。A と B は異なる箇

所も少なくない。概して B は、A の本文にはなかった解説を本文に入れ込ん

でいる。なお、2003 年出版の著作集 Nāgārjun Racnāvalī 第 4 巻に収録されるも

のは B と同じであるように見受けられたため逐一確認はしなかった。 
11  バットとヤーダヴによれば、女性に関連する問題意識を持って書かれたナ

ーガールジュンの小説には他に、Ratināth kī Cācī, Naī Paudhe, Kumbhīpāk, 
Ugratārā がある（Bhaṭṭ 1974: 245）（Yādav 2001: 37）。 
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の？」（A: 18, B: 543）とビルジューに対する恋心を隠しもせず、自身の結
婚を悲観している。 

 その後ビルジューは、母方の伯父の住む都市に移り学問に励む。パーロ
ーは、チュルハーイー・チョウドリーという名の 45 歳の男性との縁談が
まとまり、秋には結婚式を挙げた。チョウドリーにとっては 2 度目の結婚
であった。この縁談をまとめたのは仲介役を務めた親戚の男性で、彼は花
婿側の家から金と衣類、食べ物を受け取っていた。 

 ビルジューが自分の村に帰り、パーローの家を訪れたのは翌年の夏休み
で、ちょうどパーローの父の一周忌の時だった。結婚式のあと、夏前のヴ
ァイシャーカ月にパーローを嫁ぎ先に移らせることをチョウドリー側は
望んだが 12、叔母は断っていた。「彼女がヴァタサーヴィトリー（バンヤン
樹とサーヴィトリーのヴラタ）13をするのを見ずに、マドゥシュラーヴァ
ニーをするのを見ずに、どうやって娘の送別（vidāī）（註 12 参照）をする
ことができる？」（A: 43, B: 555）と。パーローはビルジューに、夫は「人
間の姿をした餓鬼（narpiśāc）」であるとしてその酷い振る舞いについて語
り、女性には二度と生まれたくないと嘆く。 

 夏の後、雨季に行われるマドゥシュラーヴァニーの前日にビルジューは
パーローの家を再訪し、来ていたチョウドリーと二人で会話をする機会を

 
12 結婚式（vivāh）の後、新婦はすぐに婚家には移らず、「送別（vidāī）」と呼ば

れる門出の儀式までは実家で暮らすのが伝統的な様式である。特に新婦が幼

い場合には、結婚式から送別まで何年か間を置くこともある。最近では新婦の

年齢も上がってきており、筆者の友人で、26 歳で結婚したバラモン女性（ウ

ッタル・プラデーシュ州東部出身）は、結婚式の後すぐに送別の儀礼を行い、

翌日には婚家に移ったとのことである。ミティラー地方出身のカーヤスタの

男性に聞いたところ、ここ 30 年ほどで、『パーロー』でも言及される結婚から

4 日目の儀礼（caturthī）の後、16 日目までの間にいつでも送別の儀礼を行っ

て良いという慣行になったそうである。そして最近では、4 日目の儀礼の重要

性も低下し、結婚式の翌日に 4 日目の儀礼を行い、その夜に婚家に移ったり、

さらには結婚式の祭壇の下で送別の儀礼まで行ってしまい、婚家で 4 日目の

儀礼をする場合もあるとのことである。 
13 A では baḍisāti となっており、註で「結婚初年度にジェート月（＝ジェーシ

ュタ月）の特別な日に祝われる祭事」と説明されている（p. 43）。B では vaṭ 
sāvitrī（p. 555）である。 
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